ひまわり園　　　　施設長　水城　淳一郎
令和元年度は、自律（自立）、友愛、社会参加の三つの支援を基本方針として、生活介護（定員二十四名）・就労継続支援Ｂ型（三十名）・就労移行支援（六名）の三事業を基本に、居宅介護事業（ライフサポートてをつなぐ）を加え、関係機関や団体、他事業所、地域との連携等を通して、一人ひとりのニーズに合わせた福祉サービスの提供に努めました。
利用者支援では、自分でできることを維持、継続していくこと、また、利用者の強みを生かした支援（ストレングスの視点）を重視しました。
生活介護では、手芸、陶芸、木工の作業に加え、封入などの軽作業や畑作業、レクリエーションなどに取り組みました。
就労継続支援Ｂ型でのパン、焼き菓子の生産、販売活動は、消費税増税や新型コロナウイルス感染防止に伴う販売の縮小等の影響が少なからずあり、売上減となりましたが、工賃の規程を見直し、月額平均工賃は上げることができました。
就労移行支援では、利用者一名、就労につなげることができました。
行事では、阿古女祭、ふれあい旅行、バスハイクなどは実施できましたが、新型コロナウイルス感染防止の観点から、感謝デイを中止いたしました。
令和二年度の事業計画です。
生活介護は、地域での生活や就労等を見据え、個々の持つ力を高めるため、身だしなみやマナー、対人関係づくりなどに、作業（手芸、陶芸、木工など）やグループでの活動、食事、清掃活動、余暇活動等を通して取り組み、日常生活に必要な基本的生活動作や体力の向上を目指します。
就労継続支援Ｂ型は、製パン、製菓等の作業を主な活動とし、製造技術、仲間との関係づくり、意欲や体力など就労に必要な基礎的な力の維持、強化を目指し、工賃の向上に努めます。また、注文が少ない時などは簡易作業等に取り組みます。
就労移行支援は、個別ニーズに応じた就職活動への支援計画を基に、関係機関等と連携しながら、職場開拓や求人情報の収集、提供に努めます。
カフェ・サンフラワーは、メニューやサービス内容を工夫し、売上げ増を目指します。
余暇支援の取り組みは、毎月の外部講師による余暇活動を通してリフレッシュをはかり、その活動を発表する機会を設けます。
健康への支援は、毎月の体重・血圧測定、内科医、精神科医による定期健康診断を実施し、生活習慣病の予防や健康管理への関心、意識の向上に努めます。
安全面では、避難訓練、定期的な施設内点検、地域と協力する防災訓練、防犯対策等に加え、マニュアルの見直しやヒヤリ・ハット報告等のリスク管理を徹底し、利用者が安心できる環境づくりを行います。
これからは、新型コロナウイルスなどの感染防止に努めての事業継続が必須です。感染リスクを軽減するため、健康チェック、３密を避けた活動、消毒等に重点的に取り組みます。活動内容が縮小される可能性もありますが、職員で知恵を出し合いながら、利用者のニーズに沿った支援ができるよう取り組みたいと考えています。

